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… 「変革の年、平成２４年」 …

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

平成２３年中は、保護者の皆様方、並

びに地域の皆様方には大変お世話になり

ました。お陰様を持ちまして、１・２学

期と教育活動も順調に進みました。今ま

で取り組んだ教育活動から成果と課題を

分析し、まとめの３学期にしてまいりま

す。さて、平成２４年４月から、学校が

大きく変革する年になります。約６０年

ぶりに改正された教育基本法、関係法令、それらを踏まえて改訂された、学習指導

要領が、完全実施となります。一言で言えば、教育内容と年間の授業時間が増加し

ます。学校では、１週間２８時間の授業時間から、１時間増やし２９時間になる予

定です。今まで、１週間の内２日間は５時間授業でしたが、４月からは１週間の期

間中、５時間授業は１日しかありません。新しい内容が加わる教科もあります。そ

の様な中で、学校独自で創意工夫を生かした「特色ある教育活動」を実践し、生徒

一人ひとりに基礎的・基本的な知識や技能を確実に定着させ、これらを活用して課

題を解決するための能力「生きる力」の育成に取り組みます。また、学校教育では、

「不易」と「流行」は教育活動の両輪として例えられることが多くあります。「不

易と流行」とは、

「不易」・時代を超えても変わらない価値のあるもの。

「流行」・時代の変化とともに変えていく必要のあるもの。この言葉は、俳人・

松尾芭蕉が「不易と流行は一体なり」と言ったところに由来します。本校でも、長

い歴史の中で培ってきた教育活動を検証しながら、「不易」なものは継承するとと

もに、時代の最先端を注視し、変革が求められることについては、積極的に取り入

れ教育活動に生かしてまいります。

今年も、生徒の健全育成を軸に「生きる力」の定着を目指し、教職員一丸となり、

教育活動に邁進する覚悟です。保護者の皆様方、並びに地域の皆様方に置かれまし

ては、大所高所より御指導いただきますとともに、本校への御協力を重ねてお願い

申し上げます。

西武ライオンズ・宮地コーチ来校 埼玉県教育委員会主催で、毎年「夢と心をはぐ

くむ講演会事業」を開催しています。埼玉県全体の小・中・高校が、この事業へ応募す

るため、なかなか開催できませんでしたが、今年度念願がかない、１２月５日（月）、

この事業を開催することができました。講演と実技の指導を行って下さった先生は、西

武ライオンズの宮地コーチでした。宮地コーチは講演や実技指導の中で、何回ともなく

次の３つの言葉を繰り返していました。校長として、スポーツも勉強も共通するところ

があると確信しました。

１ 高い目標を掲げる

「この目標を達成するために日々努力する事」

２ 強い信念を持つ

「自分の目標はぶれない」

３ 基礎をしっかり身に付ける

「基礎体力を付ける。技能はその次」

宮地コーチは次のようなことも話していました。

「失って、初めて分かる大切さ」宮地コーチは、西武ライオンズ時代、なかなか１軍で

活躍する機会がなかったこと。１０年以上の２軍生活、チャンスは、２０００年の先頭

打者ランニングホームランから、０２年、３番打者として１００試合以上に出場し、パ

リーグの優勝に貢献できたこと。その後、西武ライオンズを自由契約選手となり野球が

できなくなった時、「初めて野球の大切さが分かった」と言っていました。野球をもっ

と続けたい気持ち、できないことの辛さを話していました。その後、福岡ダイエーホー

クスに移籍し、初めての記者会見で、上記・１に繋がる高い目標を言ったそうです。「タ

イトルを取ります」その年、３割を超える打率でシーズンを終了し、ゴールデングラブ

賞を受賞し、有言実行でタイトルを獲得したそうです。また、本校の生徒とともに実技

の指導もしてくれました。２人で２０回のキャッチボールの実技では、速さが求められ

ました。ゲーム感覚でキャッチボールをしても、「相手チームに負けない気持ちが必要

だ」と話してくれました。バッティングの練習でも、一人ひとりの個性を見極め指導し

てくれました。野球を経験している生徒にとっては、素晴らしい体験ができたと思いま

す。生徒の皆さんも、夢を実現するためには、様々

なことで挑戦してください。私自身、宮地コーチの

話を聞きながら、中学校

生活での学習や部活動の

支援・指導に参考になり

ました。大変素晴らしい

行事を実施することがで

きました。



保護者の協力 昨年度や今年度の１学期に引き続き、

２学期も大勢の保護者の方に協力を得て、大掃除を実施

することができました。特に、２学期の大掃除は、別の

意味で１年間の総まとめの掃除ともなります。昔から

「終わりよければ全てよし」と言う格言があります。１

年間授業でお世話になった場所を、保護者の方々の協力

を得て掃除し、新

年を迎える。日本

人の心の表れです

ね。３学期も、普

段使用している学

校施設を一生懸命

掃除して下さい。

生徒の活躍（順不同）

○ 身体障害者福祉のための第５３回埼玉県児童生徒美術展

入選 ３年生 石川 苑美 さん 入選 ３年生 木村 夏緒 さん

入選 ３年生 飯塚 沙菜 さん 入選 ３年生 高須賀 教子 さん

○ 平成２３年度埼玉県児童生徒発明創意工夫展

優良賞 ２年生 根本 沙紀 さん 優良賞 １年生 中尾 咲 さん

○ 杉戸町発明創意工夫展

優良賞 １年生 山口 真奈 さん 優良賞 １年生 松本 優帆 さん

優良賞 ２年生 新井 伶奈 さん 優良賞 ２年生 内堀 雄輝 君

優良賞 ２年生 成塚 咲奈 さん

○ 税についての作文

優秀賞 １年生 齊藤 美紀 さん 優秀賞 １年生 山中 ひなた さん

○ 杉戸町人権作文

優秀賞 １年生 齊藤 美紀 さん 優秀賞 ２年生 倉持 有希 さん

優秀賞 ３年生 石川 美保香 さん 優秀賞 ３年生 木村 夏緒 さん

優良賞 １年生 岩浪 舞雅 君 優良賞 ２年生 齊藤 裕理 さん

本校では、毎月 1 回表彰朝会を実施しています。特に、基礎学力テストは大勢の生徒が、

満点賞や８０点以上の努力賞を受賞しています。その他にも、漢字検定や英語検定の各級

に合格した生徒の表彰も実施し、１２月に本校の新しい試みとして、数学検定も実施しま

したので、１月に表彰されます。生徒の皆さんの努力の結果が、形として表れています。

これからも日々の努力を忘れず勉強に運動に、そして、様々な分野に挑戦して下さい。

生徒の自主性の表れ

本校では、ボランティア活動を積極的に奨

励しています。今学期最後となる、挨拶運動

や落ち葉掃除を１２月から実施しました。大

勢の参加者が集まり、多いときには全校生徒

の半数近くが参加した日もあります。挨拶運

動では、今まで校門前を中心に生徒が立って

実施していましたが、今回は、学校敷地の外

にまで行き、挨拶運動を展開しました。１２

月に入り、寒い朝もたびたびありましたが、

大勢の生徒の参加に大変嬉しく思います。ボ

ランティアをとおし、何かを学んで下さい。

１月の行事予定

１０日（火）始業式・避難訓練

１１日（水）給食開始

１３日（金）～１５日（日）

１年生スキー教室

１６日（月）・１７日（火）

１年生振替休業日

１７日（火）学年朝会

１８日（水）専門委員会

２０日（金）中央委員会

２１日（土）英語検定

２３日（月）３つの達成目標検

証

２４日（火）表彰朝会

３１日（火）理科基礎学テスト

※１３日（金）～１９日（木）

３年生三者面談

※３０日（月）～２月３日（金）

学校公開週間

日々の鍛練の賜

掲載が大変遅くなり申し訳ありません。本校

１年生、折原和樹さんは、柔道の地区予選会を

勝ち上がり、去る、１１月７日（月）、埼玉県立

武道館で開催された、中学生柔道県大会に於い

て、見事３位に入賞しました。

本校には柔道部がありません。

折原さんは、幸手の道場に通

い日々稽古積んでいます。日

々の努力した成果が結果とし

て表れました。これからも、

稽古に励み、今以上の成績が

残せるよう頑張って下さい。

薬物乱用防止教室

毎年、薬物乱用防止教室を実

施しています。今年は、１２月

７日（水）、羽生総合病院・医療

安全管理室（薬局長）の、小野

幸夫先生をお招きして、講演会

を実施しました。先生は話の中

で、次の３点を協調しました。

１ １回くらいなら

「１回でも絶対ダメ」

２ 断る勇気を持つ

「友達等からの誘いもダメ」

３ 脳が冒される

「脳が破壊される、脳は再

生しない」

学習の成果

技術科の授業で、今年も菊

の栽培を実施しました。苗木

の鉢上げから始まり、毎日の

水やり等を行い、秋に見事な

大輪の花を咲かせることがで

きました。

植物を育て

る授業をと

おし多くの

ことを学ん

だと思いま

す。


